2015年度　自閉症『基礎講座』（第１回）のご案内
　自閉症児・者の支援は，自閉症を理解することから始まります。自閉症は，『自閉症の文化』と呼ばれるように，独特の障害特性があり，その障害特性に応じた支援の方法が必要です。
当研究会では自閉症の支援を進めるために，今年度も，自閉症の療育や支援の最前線で活躍されている京都市児童福祉センターの門 眞一郎先生に，基礎講座として４回連続での講演をお願いしました。自閉症の理解と障害特性に対応した指導方法について今年度も充実した学びができるものと期待しています。

第１回は，「自閉症スペクトラムの理解と支援」をテーマに講演していただきます。本研究会が常に掲げている「自閉症児・者の支援は，自閉症を理解することから始まる」に直接結び付くテーマであり，自閉症支援を行うためには，まず知っておかなければいけない内容でもあります。最新の情報や実践例などを，ユーモアを交えて紹介しながら，自閉症スペクトラムの理解を丁寧に具体的にお話ししてくださると思います。

自閉症スペクトラムの理解と障害特性に対応した指導方法を探るうえで，とても参考になると思います。是非，続けてご参加くださいますよう，ご案内いたします。
主　　催　：広島 自閉症治療教育・支援研究会
後援（予定）：広島県教育委員会・広島市手をつなぐ育成会・広島市こども療育センター
特定非営利活動法人 広島自閉症協会
日　時　：　第１回　５月２３日（土）「自閉症スペクトラムの理解と支援①」　
１３：３０～１６：１５ 　〔１３：00　受付〕
※講演会終了後に『総会行事』（16：15～16：30）を行いますので，会員の方はご参加ください。

第２回　　７月１８日（土）　「自閉症スペクトラムの理解と支援②」（門　先生・小道モコさん）

第３回　１０月１０日（土）　「構造化を中心にしたコミュニケーション支援」（門　先生）
第４回　１０月３１日（土）　「ＰＥＣＳを中心にしたコミュニケーション支援」（門　先生）
場　所　：　広島市 安芸区民文化センター 会議室ＡＢ（４階）
（広島市安芸区船越南3丁目2－16　安芸区総合福祉センター内） 
· [image: image1.png]Q FotdEI/ (R 2

EE)
BRI




ＪＲ山陽本線・呉線：海田市駅下車徒歩５分，

広電バス（海田駅経由熊野方面行）
芸陽バス（中野東・西条方面行）
船越町・安芸区役所前バス停下車徒歩１分
　　　駐車場　土曜日日曜日は大変混雑しますので、
できるだけ公共交通機関をご利用ください。
（第２回の会場は広島市南区地域福祉センターです。
第３回以降の会場は未定です。）

講　師　：　門　眞一郎　先生　
（京都市児童福祉センター）
資料代　：　各回 １５００円　（自閉症協会会員・当研究会会員・夫婦・学生　１０００円）

申し込み：　直接会場にお越しください。（定員 １３０名　先着順です。）

問い合わせ：広島自閉症治療教育・支援研究会代表・古田寿子　ＴＥＬ ０９０－４８９４－１６２６
広島市立大塚中学校・森高秀樹　ＴＥＬ ０８２－８４９－１０２２（１７時以降にお願いします。）
※当研究会に入会を希望される方は，年会費１，５００円を添えて，当日会場でお申し込みください。
